
  勝田小学校だより 《令和４年６月号》 

 

                              

 

       発行責任者：美作市立勝田小学校 校長 服部 克彦  

 

 

 

 ６月１日（水）、５年生が渋川青年の家での海事研

修に行ってきました。今年度も新型コロナウイルス

感染症の予防対策のために日帰りで実施しました。

学校を離れての集団行動、カッター研修や海洋博物館見学、海岸散策など、様々な活動を通して、

勝田小ではできない気づきや学びを深めることができました。特に、カッター研修では、通常２

５人程が片側６本～７本ずつの櫂をつかって漕ぐところを、今年は合計６本という非常に少ない

櫂で行いました。感染症対策としてほとんど声が出せない中、心を合わせて、力の限り最後まで

頑張り、自分達の限界を乗り越えることで大きな達成感を味わうことができました。この海事研

修で得た学びを、毎日の学校生活に生かすとともに、様々なことに積極的に挑戦し、自信を高め

ながら、高学年として大きく成長してほしいと思います。  

 

 

 

 学力向上は本校の重要な教育課題の一つです。児童一人ひとりの学力を向上させるためには、「させら

れる勉強」から「自分からする勉強」へ、学びの意識を変えていかなければなりません。勝田小学校で

は、漢字や計算等の基礎学力の定着の徹底を図るために、授業や家庭学習、放課後学習等の中で色々な

問題に取り組んでいますが、毎日の朝の学習も全校で取り組むことを決めてやっています。 

 １学期は全校朝読書のある木曜日以外は、新出漢字を１日３文字ずつ学習し、残りの時間は計算の基

礎問題に取り組んでいます。同じことに取り組むことでルーティーンが生まれ、見通しをもって安心し

て取り組めるようになっています。 

 

 

 

 

児童玄関を入ってすぐの壁面（PTA図書の上）に子ども達の将

来の夢が掲示してあります。警察官、パイロット、医者、デザイ

ナー、生き物博士、サッカー選手、東大王、ペットショップの店

員等々、何がきっかけでそう思うようになったのかは人それぞれ

ですが、自分の好きなこと、やりたいことに夢中になる力はとて

も大切です。 



 

 

今年度も「勝田元気っ子米」プロジェクトがスタートしています。５月の連休明けに５年生が籾まき

をして、約１ヶ月間大切に育ててきました。大切な苗を守るための水やりを通して、「生命」を育てるや

さしい気持ちや責任を果たすことの大切さについて学びました。６月７日（火）の田植えでは、特別非

常勤講師の鷹取勝也さんやボランティアの皆さんにご指導いただきながら、５年生１１名が一株ずつ心

を込めて手植えをしていきました。豊かな自然の中で、直接土に触れ、その感触や匂いを感じながら感

性を磨く貴重な体験になりました。  

 

 

 

 

 

 

  

 

６月１日（水）から水泳の授業が始まっています。今週で６月が

終わりますが、梅雨開けを思わせるような暑い日が続き、ほぼ予定

通り水泳ができています。ここ数年、コロナ対策や熱中症対策で、

水泳の授業を行う上での制限もありますが、各学年の目標をめざし

て泳ぐ力を伸ばしていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月１１日（土）に有志の皆さんに、環境整備として草刈り作業と溝掃

除を行っていただきました。子どもたちの応援も含め総勢３０人余りの

皆さんがご協力くださり、短時間で隅々まできれいに環境を整えるこ

とができました。ありがとうございました。 


